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Ⅰ　諸 言

日本住血 吸虫セル カ リアの皮膚炎起生性

の有無に関す る研究は,日 本住血 吸虫症蔓延

地方に発生す る皮膚炎の原 因問題 と相関連 し

て,古 来多数学者の報告 1),2),12),21),22),53),54),63),71),72),74),46),47),48),49),105)

があ るが,未 だに意 見の一致を見ない.而 も

従来諸家の研 究は主に動物実験によるもので

あつて,未 だ一定数の本吸虫セル カ リアを直

接多数の人体皮膚 に感染せしめて初感染時及

び再感染時に於け る本吸虫セル カ リアの人体

に対す る皮膚炎起生性 を検討 した系統的実験

的研究がない.私 は前編 に於け る研究で,片

山病 カブ レ患者の皮疹 内に多数例に於て椋鳥

住血吸虫セル カ リアを,又1例 に於て 日本住

血吸虫セル カ リア を 見 出 したので,更 に 本

問題の根本的解決を図 る為,一 定数の 日本住

血 吸虫セル カ リア及び椋鳥住血吸虫セル カ リ

アを先づ私自身の皮膚に反復感染せ しめ,次

いで 日本住血吸虫症有病地住 人並に無病地住

人,既 往又は現症に於 て同吸虫感染者並に非

感染者(何 れ も篤志者)の 皮膚に危険 のない

方法で実験的に感染せ しめ,臨 床的並に病理

組織学的 に,両 種セルカ リアの人体に対す る

皮膚炎起生性を比較検討 した.

Ⅱ　實驗 材料 及 び方法

1. 日本住血吸虫セル カ リア.

日本住血吸虫セル カ リア(以 下 「日セ」

と略記)を 以てす る人体感染実験は内臓の病

変 を招来す る危険を伴 う故,そ の操作 には特

に細心の注意 を払つた.供 試せ るセルカ リア

は成 るべ く単性寄 生 〔田部(1919)〕 の ものを

得 る目的を以て,特 にセル カ リア寄生率の低

い(1～3%)地 区の宮入貝を採集 し,各1ケ

づつ試験管内に投入 し,之 より夏期室温 中で

自然に水中に游出せ しめ,或 は一部は軽 く圧

潰 した宮入貝 よ り個々游 出せ しめた もの ゝ内

成熟元気なるを選び,ピ ペッ トに とり,正 確

に計数,一 定 数を分離 し,被 験者の前〓 内側

皮膚 面上に接触感染せ しめた.尚 同一個 人に
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は必ず1個 の貝か らのみ得たセル カ リアを使

用 した.

2. 椋 鳥住血吸 虫セル カ リア.

供試せ る椋 鳥住血吸 虫セル カ リア(以 下

「椋 セ」 と略記)は 広島県の 日本住血吸虫症

蔓延地方の ヒラマキモ ドキよ り自然に游出せ

しめた もの,及 び一部は 貝を圧潰 して游出せ

しめた もの ゝ中,趨 光性 によ り運動活〓な成

熟 セル カ リアのみを 分 離 した.感 染 方法 は

「日セ」の場合 と略同様で,部 位はそれ と対

称 の位置を選んだ.

3. 被試験者及び感染方法.

私は昭和24年 夏 「日セ」を先づ私 自身の

左前膊及び下腿の内側の皮膚 に1,1,2,3,

5,隻 各々1ヶ 所づ 感ゝ 染 せ しめたが,何 れ

も皮膚炎を発生 しなかつた.然 るに昭和25年

6月 再び3隻 づ ゝ2ヶ 所に感染せ しめた処,

その1ヶ 所は軽度の痒 み と小点状紅斑を生 じ,

3時 間后 の皮膚切片標本内に「日セ」の侵入を

認めた.〔附図第2図 〕又 「椋 セ」を私 自身の

皮膚で前実験 と略対称 の位置に1ヶ 所に1乃

至5隻 づつ感染せ しめた際は著明な〓痒 性紅

斑丘疹性 皮疹を発生 した.而 も初感染時 よ り

再感染時が高度 であつた.そ こで私は更に 日

本住血吸虫症有病地の篤志者及び無病地の篤

志者,既 往又は現症に於て 日本住血吸虫感染

者及び非感染者合計9名 に 「日セ」を各 々1

乃至3隻 づ 左ゝ前膊内側皮膚に1名 に付2ヶ

所づ ゝ感染せ しめて,臨 床的及び病理組織学

的に 「日セ」の人体に対する皮膚炎起生性を

検査 した.又 同時に 「椋 セ」を1乃 至2隻 づ

ゝ右 前〓内側皮膚に1名 に付 き2ヶ 所づ ゝ感

染せ しめて,両 種セル カ リアの皮膚炎起生性

を比較 した.

Ⅲ　實 驗 成 績

1. 臨床的成績

本 実験の臨床的成績を表記すれば第1表

の如 くであ る.(〔 註〕表中の記号に就て,+

は発症の強度を示 し,(+)は 実験的感染

の病歴を示 し,潰 は中間宿主を潰 して得たセ

ル カ リア,游 は 自然に游 出せ しめて得たセル

カ リア を示 す.)表 に 於 て 「日セ」 の感 染 実 験

(A)の 中代 表 的 な数例,実 験 膜 号A. No. 6,

7,15,16,17,18,19,21,22,24,25,の

臨 床経 過 の み を左 に 詳 記す る.尚 「椋 セ 」 に

よ る実 験 的 皮膚 炎 の臨 床症 候 は第2編 に詳 記

したか ら茲 には 特 に病 症 顕 著 な代 表例 として

実 験 番 号B. No. 17の 記 載 のみ に留 め る.(〔註〕,

左 記 の時 間 は何 れ もセル カ リア を 含む 水 滴を

皮膚 面 上に 滴下 して か らの 時間 を 示す)

A. No. 6,30分 盾軽度の触感 を覚えたが痒感に

至 らず,40分 后水滴乾 燥し以后異常なし.

A. No. 7,30分 后チクチクする軽度の痒み を覚

え,1時 間后水滴乾燥,1時 間30分 后局所に1ヶ の

薄赤い直径0.5mmの 小点 を生ず.3時 間 后直径

1mmの 小紅斑 を認むるも,丘 疹,痒 感,硬 結共に

なし.切 片標本の爲に切除する.〔附図第2図 〕

A. No. 15,10分 后軽 い〓痒 感 を覚え,15分 后

0.5mmの 小丘疹 を生ず.25分 后微かな紅斑を伴 う.

水滴乾燥.痒 みは次第 に減退してゆ くが時々感ず.

チクチク刺 すや うな感 じはない.30分 后稍紅潮 を増

す.1時 間 后 丘疹 消失,直 径1.5mmの 紅斑 とな

る.当 夜 自覚 症なし.翌 朝(14時 間40分 后)直 径

1.5mmの 赤い丘疹 を認めるが表面 に損傷 は見えな

い.軽 度 の 硬結有 り.そ の夕刻(24時 間后)直 径

2mmの 明瞭な紅斑の中央に直径1mmの 丘疹 を認

む.そ の夜 は多少の痒みがあつた らしく無識的に掻

いてい る.翌 朝(39時 間后)直 径2mmの 紅斑性丘

疹の中央に0.5mmの 表皮剥脱 せる小点あ り.

A. No. 16,5分 后軽度の〓痒感 を覚 え,30分 后

水乾燥,35分 后直径約1mmの 僅かに赤い小丘疹 を

生ず.間 もなく〓痒は減退す るも,50分 后丘疹直径

2mmと な り僅かに紅暈を伴ふ.1時 間后切除 し組

織標本 とす.〔附図第1図 〕

A. No. 17,25分 后 水滴 乾 燥 と共 に軽度の〓痒

を覚 え,35分 后直径0.5mmの 小 丘疹 出現,1時

間后直径3mmの 扁平 な微かに赤い丘疹,時 折 チク

チ クする痒感 を覚ゆ.A. No. 16切 除の爲附近に ノ

ボ カイン の皮内注射 をした.そ の后発疹は次第 に小

さくな り2時 間后は直径2mmの 紅い丘疹を認 め,

硬結 を触れ るが 自覚症はない.そ の晩(26時 間40分

后)丘 疹 の中央に0.5mmの 小水疱 を認め周囲に紅

暈を囲 らす.当 夜 自覚症 なし.翌 朝(41時 間40分

后)紅 暈稍縮小す るも,小 水疱稍混濁,48時 間后小

水痕破れ小痂疲 を認む.自 覚症 もなく,そ の后次第

に治癒に向み,5日 后落屑,軽 度の色素沈着,24日
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后痕跡なし.

B. No. 17,1隻 の椋鳥住血吸虫セルカ リアを含

む水滴 を左前膊内側の皮膚面上に滴下せ しめて より,

10分 后チクチク刺 すや うな烈 しい〓痒 を感ず.被 試

験者は堪えがたい爲,そ の周囲の皮膚に爪をたて痒

感 を軽減 しようとする.35分 后水滴乾燥する頃,直

径0.3mmの 丘疹出現,そ れ は速かに増大 して50

分后は直径4mmに 達 し,そ の周 囲に直径15mm

の境界不明瞭な紅暈 を囲 らす.〓 痒は高度で且持続

す.1時 間后 紅斑の直径は10mmに 縮少するも丘

疹は5mmに 増大す.当 夜 は激烈な〓痒 に悩 まされ

た.翌 朝(15時 間后)直 径10mmの 赤い結節 を認

め,そ の中央 に稍混濁 した直径0.5mmの 小水疱 を

認む.硬 結著明,〓 痒激烈,そ の夕刻(23時 間后)

紅潮 した直径15mmの 結節,そ の中央の直径0.4

mmの 小水疱は破れ漿液性 分泌物を田す.48時 間

后結節の大 さ10mm,そ の后 除々 に減 退 するも〓

痒 は3日 后尚強 く,以 后次第に減弱す.1週 間后尚

痂 皮を認め軽度の痒感あ り,23日 后尚直径約5mm

の著明な色素沈着斑 を認む.

第1表　 日本住血 吸虫セルカ リア及び椋 鳥住血 吸虫セル カ リアの人体感染実験成績

〔註〕 ☆Pは 日本住血吸虫病有病地,Nは 無病地
*()は 実験的感染の病歴

※ 潰 は中間宿主 を潰 して得 たセルカ リア,游 は自然に游出せしめて得 たセルカリア

A. No. 18,5分 后 微 か な触 感,25分 后 軽 度痒 感,

30分 后0.5mmの 徴 か に赤い 小点 を生 ず.3時 間 后

同様直 径1mmの 小 紅 斑 を認 む る も丘 疹 〓 痒 共 に

な し.当 夜 自覚 症 な し.翌 朝 炊事 に際 し手 が火 に温

まると時 々局所 に痒感 を感 ず.20時 間 后直 径2mm

の 赤 い丘疹 を認 む る も,小 水疱 も皮膚損傷 も痒 み も

ない.24時 間 后切 片標 本の 爲 に切 除 す.

A. No. 19,10分 后 よ り軽 度 の痒感,30分 后 微

か な小紅 点1ヶ を 生 ず.35分 后2ヶ の小紅 点,次

第 に痒 みが増 す.1時 間 后直 径0.5mmと1mmめ

小 紅 斑 を認 む.4時 間后 同様 所見,痒 感 な し.当 夜

自覚 症 な し.翌 朝(20時 間 后)直 径1.5mmと2mm

の紅 斑 あ り軽 度 に隆 起 してい る.痒 感 な し.

A. No. 21,17分 后 痒感,25分 后何 か ィヂ ィヂ

す る触 感 あ り,皮 疹 出 現 せず.

A. No. 22及 び23.現 在 日本 住 血 吸 虫 の 感染

あ り,ス チ ブナ ール の注 射 を続 けてい る.夫 々30分

后 及 び40分 后 水滴 乾 燥.所 見 な し.45分 后 スチ ブ

ナール静注.所 見 な し.

A. No. 24.現 在 日本 住血吸 虫 の感染 あ り,ス チ
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ブナ ール の注射 を続 けてい る.今 まで カ ブレた こと

は ない と云 ふ.10分 后 痒 み を覚 え,30分 后 稍紅 潮 せ

る直 径1mmの 丘 疹 を生 ず.1時 間后 スチ ブナ ール

注 射,丘 疹 一時 消失.直 径3mmの 紅 斑 を認 む.痒

感無 し.そ の后時 々痒 み を覚 ゆ.翌 朝(24時 間 后)

直 径8mm×12mmの 紅 斑 に一致 して直 径5mmの

丘 疹 を認 む痒感有 り.

A. No. 25,15分 后 痒感,30分 后 直径0.5mm

と1mmの2ヶ の丘疹,40分 后 直 径2mmと2.5

mmの2ヶ の紅斑性丘 疹,1時 間 后 スチ ブナ ール注

射.発 疹 稍縮 小.24時 間 后融合 した直径7mmの 紅

性 丘疹,痒 感 中等 度 に存 す.

2. 日本住血吸虫セルカ リアの 人体皮膚

感染時に於け る組織学的變化

日本住血吸虫セルカ リアの人体皮膚 感染

実験の中,実 験番号A. No. 16,7,18の 皮疹

を 「日セ」を 含む水滴を皮膚に接触せ しめて

か ら各 々1,3,24時 間后に直径2.5mmの

Trepanに て切除 し,10% Formaln固 定,パ

ラフィン連続切片,H. E.染 色にて検 査 し た

成績は次の如 くである.

1時 間后の標本(附 図第1図)40才 男.

マル ピギー層下部に小 さな 日本住血吸虫

の幼若体あ り,虫 体周囲の棘細胞は軽度に圧

迫 されているが変性 も細胞浸潤 もない.そ の

附近の乳頭層には軽 い浮腫があるが細胞浸潤

は殆んどない.乳 頭下層の血 管は充血性で,

血管内に好酸球,好 中球の集族が軽度に認め

られ る.

3時 間后 の標本(附 図第2図)26才 男.

(著 者)

マルピギー層下部に小 さな 日本住血吸虫

幼若体あ り,虫 体周囲には軽微の圧排性間隙

が あるが,棘 細胞層には変性,細 胞浸潤は殆

んどない.乳 頭層の毛細血管及び リンパ管拡

張,乳 頭下層の血管は中等度充血性,軽 度の

外膜細胞の増殖及び リンパ球の浸潤あ り.

24時 間后の標本(附 図第3図)34才 女.

マル ピギー層突端部に 日本住血吸虫幼若

虫体あ り,虫 体周囲に水疱形成は殆ん どな く,

マル ピギー層には極 く軽微の変性及び少数の

リンパ球浸潤あ り,そ の附近の乳頭層及び真

皮の充血及 び中等度の皿管周囲性 リンパ球浸

潤及び極 く少数の好酸球の遊走 あ り.

Ⅳ　 總 括 竝 に 考 按

以上の実験成績を総括 して 日本住血 吸虫

セルカ リアの人体皮膚侵入時に於ける皮膚炎

惹起の有無及び椋鳥住血吸虫セル カ リアのそ

れ と比較考察す る.(左 記のNo.は 第1表 中

の実験番号を示す)

1) 日本住血 吸虫症 無病地の人で未だ一

度 も同吸虫の感染を受けたことのない人4名

(私 自身A. No. 1～5,私 の母及び作業員A.

 No. 8～13)の 中1名(A. No. 9)は1隻 の感

染で極 めて軽度の小発赤の出現を認めたが殆

ん ど自覚 しない程軽微であつた.他 の3名 は

発疹を生 じなかつた.従 つて 「日セ」 は初感

染者に対 し唯1隻 で も一部の個体には軽度な

が ら皮疹を発生 し得 る場合があるが,又 発生

しない場合 も多 く,皮 膚 反応 現出の有無及び

強弱には非特異的個 体 差 の 存 在 が 考えられ

る.

2) 日本住血吸 虫症有 病地の人6名(A.

 No. 14～25)の 中,既 往又は現症に於て 日本

住血 吸虫症 罹患の病歴な しと言 ふ人3名 中3

名 に,又 症歴有 りと言ふ人3名 中1名 に皮疹

が発生 した.有 病地の人6名 中4名 は農夫で

あつて,毎 年有病地水田で働いている為 日本

住血吸症発病の有無に拘 らず度 々同吸虫の感

染 を受けてい るもの と考 えてよい.尚 私が初

感染に於て皮疹を生ぜず再感染に於て軽度 の

小発赤を発生 した事(A. No. 7)及 び未 だ嘗

つて皮膚 炎に罹患 した ことな くして現在 日本

住血吸 虫症 に罹患 してい る有病 地 の学童(A.

 No. 24,25)は 再感染に際 し著明 な皮 膚炎を

発生 した ことな どの事実を綜 合すれば,一 般

に再感染者では初感染者 よ り皮疹 を発生 し易

く,日 本住血 吸虫症には皮膚 アレルギーの成

立が考えられる.日 本住血吸虫感染 による皮

膚ア レル ギーの成立は渡会(1935a,b,e)が

動物実験で指摘 してお り,石 井(1949)も 疫

学的に之を支持 してい るが,私 の成績は人体

に於け る実験的証 明を与えた ものであ る.
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3) 本実験に於て 日本住血吸 虫セル カ リ

アを2～5隻 づつ感染せ しめて,皮 疹を発生

した もの も発生 しなかつた もの も全て 日本住

血吸虫症の発病は見 られなかつた.

4) 有病地の人で以前に 日本 住血吸虫症

に罹患 した ことのある人1名 及び現在罹患 し

ている人1名 は感染実験で皮疹が発生 しなか

つた.こ の ことはセル カ リアが皮膚 に侵入 し

なか つたか も知れないと云ふ疑 ひも一応考慮

されるが,一 方田部教授及び私等 の島根県に

於ける湖岸病罹患体質病理に関す る研究で,

椋鳥住血吸虫セル カ リアの反復感染機会に遭

遇 して も又同吸虫セル カ リアを実験的に反復

感染せ しめて も皮膚炎の発 生を認めない個体

のある こと,及 び諸家の住血吸虫皮膚炎の研

究に於て屡 々指摘された個体差の事実 よりし

て も,「日セ」の人体皮膚侵入に際 し反応性変

化 の 現 出の有 無 及 びそ の 強 弱 に 同 様 な 非

特異的 個 体差 の存 在 す る もの と考 え られ

る.

5) 「日セ」と 「椋 セ」との皮膚炎起生性

を比較す るに 「日セ」で皮疹を発 生 した例は

セル カ リアを含む水滴を皮膚面上に接触 して

か ら5～30分 后〓痒 感,25分 ～1時 間30分 后

小紅斑,15分 ～十数時間后丘疹を発生 した.

その中2例 は1～2日 后軽度なが ら発疹の中

央に約0.5mmの 小水疱 の形成が認め られた.

一般に痒感は比較的軽度で経過 も短かかつた.

皮疹の程度 も1～2例 を除き他は何れ も比較

的軽 く2～3日 后頃 よ り次第に治癒に向ひ,

1週 間后は殆 んど消退 した.ス チブナールの

静注を行つた1例 及び局所に ノボカイン注射

を行つた1例 に比較的強い皮膚炎を発生 した

のは これ らの薬剤の為に虫体が永 く局所に留

るか又は死滅 した為に 「椋 セ」に類似 した反

応が起つたのか も知れない とも想像 されるが

確証を得てないので茲では断言出来ない.園

田(1934)は 黄疽家兎では正常家兎 よ り虫体

の皮膚内停留時間が永 く且皮膚内で死滅す る

ものがあ り炎性 変化 も強い ことを記載 してい

る.こ れに反 し 「椋 セ」に よるものは第1表

に示すが如 く,又 実 験成績No. 17及 び前編

に詳記 したるが如 く皮膚炎の発生が極めて高

度で屡々紅斑性丘疹の中央に小水疱,時 には

膿疱 を形成 し,〓 痒 感 も強烈 でその持続 も長

い.又 この場合 も再感染の方が初感染 よ り反

応が強い但 し「椋 セ」に於て も皮膚炎の現出の

有無及び程度に個体的差違が ある.然 し一般

的には又同一個体に就て比較すれば人体に対

す る皮膚炎起生性 の強 さは「椋 セ」の方が 「日

セ」 よ りは るかに強い.こ の ことは 「日セ」

が固有宿主た る人体皮膚を通過 して体内に侵

入す るに反 し,「椋セ」は虫体 の大 きさも大 き

く而 も非固有宿主 た る人体の表皮内で死滅す

ると云ふ生物学 的本性 よ り考へて も,理 論的

に頷け るところである.尚 私は 「椋 セ」 を固

有宿主 たる家鶏に経皮感染せ しめた際は皮膚

炎の現出を認め得なかつた.こ れ と同様な こ

とは 「日セ」に就て藤 浪.末 安(1917,1918),

鈴木(1925b),園 田(1934),渡 会(1935d)

等は何れ も同セル カ リアが非固有宿主 たる鳥

類皮膚に侵入する時は,虫 体の多 くは皮膚 内

で死滅癈頽 し激烈な反応性炎症 を起す ことを

認めてい る.又 日本住血吸虫 と同様に経皮感

染をす る十二指 腸虫に関 してはLoss (1911),

 Schaudin69), Fulleborn (1930,1932),Hydon,

児玉,武 藤,江 口,鈴 木(1925a,b)等 の諸

氏は同仔虫を非固有宿主 の皮膚へ侵人せ しめ,

その反応 は固有宿主のそれに比較 して高度で

あ ると云ひ,Wost & Curth, Hydon, Hume

等は犬十二指腸 虫仔虫は非固有宿主た る人体

皮膚侵入 時に皮膚炎を惹起す ると述べている

(渡会1935 e).

6) 日本 住血吸虫セルカ リアの人体皮膚

侵入時の組織学 的変化を総括すれば左の如 く

であ る.

3例 共に表皮内に各々1隻 の 日本 住血吸

虫の侵入を証 明 した.虫 体の位 置は何 れ も表

皮マルピギ ー層内に見 られた.毛 嚢或は汗線,

皮脂腺等の排 泄管 と特別な関係はない.虫 体

の構造は何れ も鮮明に してまだ生時の もの と

思はれ る.虫 体の人 さは 「椋 セ」 に比 し著明
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に小 さい.虫 体は表皮細胞を押 し分けて入 り

込んでいるが周囲の細胞 との間の間隙形成が

ないか又は極 めて少い.又 周囲の細胞変性 も

殆ん どない.組 織の反応性変化は一般に虫体

を 中心 として現はれているが,1及 び3時 間

后の ものは虫体周囲の表皮に変性又は細胞浸

潤はな く,唯 その附近 の真皮に於け る細血管

の充盈,浮 腫,好 酸球及び好 中球の血管内集

合或は円形細胞の血管周囲性集簇が極 く軽微

に現はれてい る.24時 間后の ものは充血及び

血 管周囲性円形細胞集簇 が梢著明に見られ,

少数の円形細胞及び好酸球が虫体附近に遊走

している.従 つて肉眼的に感染初期の発赤乃

至丘疹は組織学 的には主 として真皮表層に於

け る細血管 の拡張及び水腫に基 くものであつ

て,細 胞 反応は少 し遅れて出現するものと思

はれる.こ の極 く初期の充血乃至漿液性炎症

はその出現の速か さか ら推察 して,細 菌の混

合感染に基因す るものでな くて,虫 体 自己の

器械的刺戟及び分泌毒素に基因す る反応 であ

る と考 えられ る.再 感染の場合は この反応が

比較的速かに高度に現れ易い.そ れ故感染初

期の皮疹は肉眼的所見に比 し,組 織学的変化

は一見軽 微に見えるが,虫 体の皮膚 内介在時

間の長 くな るに従つて細胞反応が増 して くる.

そして後者の反応性変化の中には虫体 自身に

よるもの ゝ外,時 には細 菌の混合感染の関与

す る場合 もあ り得 るもの と想像 され る.鈴 木

(1925b)は 「吾人が皮膚炎又は 「カブ レ」と

して認識 し得 る多 くの場合は侵入 虫体 自己に

よる外続発伝染の合併せる変化多 きこと表皮

病変部 よ り種 々細菌を証明 し得た ることにて

明かな り」 と記載 し,渡 会(1935e)も 動物

実験に就て之を認めてい るが,楢 林(1916)

は特種の細菌を見出 し得なかつた と述べ てい

る.

以上の組織学的検査成績 より日 本住血吸

虫セル カ リアは人体皮膚 に侵入 して唯一隻で

も皮膚炎を惹起 し得 る場合のあることが実験

的に証明された.然 し 「日セ」による実験的

皮膚炎の組織学的変化は私が第2編 に記載 し

た 「椋 セ」に よるそれ及び第3編 に記載 した

片山病蔓延地方に発生す る 「椋 セ」 による皮

膚炎の組織学 的 変化 よ りも一 般に 軽 度 であ

る.

Ⅴ　結 論

日本住血吸虫症有病地住人及び同病無病

地住人,既 往又は現症に於て 日本住血吸虫感

染者及び非感染者計10名(私 自身を含む)の

皮膚に 日本住血吸虫セル カ リア及び椋鳥住血

吸虫セルカ リアを各別 々に1乃 至5隻 づつ2

乃至5箇 所に感染せ しめて,両 種 セルカ リア

の人体に対する皮膚炎起生性を臨床的及び病

理組織学的に比較検討 した.

1. 日本住血吸虫セル カ リアは人体皮膚

感染時に皮膚炎を起す ことがある,該 皮膚炎

或は皮疹の現出の有無及び程度には特異的及

び非特異的個体差が著 しい.概 して再感染者

は初感染者 よ り皮膚 炎或は皮疹を発生 し易 く,

且程度 も比較的強い.日 本住血吸 虫症には皮

膚ア レルギーが成立す る.日 本 住血吸虫セル

カ リア皮膚炎は椋 鳥住血吸 虫セル カ リア皮膚

炎(椋 鳥住血吸虫症)に 比すれば,一 般に〓

痒,発 疹共に軽度で,組 織学的に炎性変化 も

概 して弱い.

2. 椋鳥住血吸虫セルカ リアは人体皮膚

に侵入 して著 明な皮膚炎を惹起する.該 皮膚

炎或は皮疹の現出の有無及 び強弱 に も特異的

及び非特異的個体差が認め られ る.概 して再

感染者は初感染者 より皮膚炎が強 く,椋 鳥住

血 吸虫症に も皮膚 アレルギーが成立す る.本

症は一般に〓痒 ・発疹 共に高度で,組 織障害

の程度及び反応性炎性 変化 も強烈である.

3. 従つて人体に対す る皮膚炎起生性 の

強 さは臨床的に も病理組織学的に も椋鳥住血

吸虫セル カ リアの方が 日本 住血吸虫セルカ リ

ア よ りは るか に大である.

Ⅵ　片 山病皮膚炎の研究結論

片山病皮膚 炎に関する第1編 よ り第4編

までの研究を総括 して,私 は茲に片山病皮膚

炎 の本態 を次の如 く結論す る.

1. 広 島県 の日本住血吸虫症蔓延地方に
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発生す る所謂 「片山病」の皮膚炎(カ ブ レ)

は,原 因学的に主 として二種類の病原 体,即

ち椋鳥住血吸虫セル カ リア及び 日本住血吸虫

セル カ リアの皮膚侵襲に よつて惹起 され るも

のであ る.

2. 「片山病」の皮膚 炎の主因は一般に椋

鳥住血吸虫セル カ リアの感染にあ り,日 本住

血吸虫セル カ リアの皮膚炎 起因 としての程度

は前者に比 し軽い.

3. 所謂 「片山病」は古来片山地方に蔓延

す る皮膚症候 と内臓症候 とを抱 含した風土病

であ り,日 本住血吸虫発見以来多年 日本住血

吸虫症 と同一視 されて来たが,私 の叙 上の研

究によ り,本 病の本態は椋鳥住血吸虫を病原

とする疾患(椋 鳥血吸虫症)と 日本住血 吸虫

を病原 とす る疾患(日 本住血吸虫症)と の両

者を包含した疾患群に他な らぬ ことが解明 さ

れた.

本論丈の研究は文部省科学試験研究費補助金に

依る.

本論丈の要旨は第20回 日本寄 生虫学会総会

(1951年4月2日)に 発表した.

稿を終るに臨み終始御懇篤なる御指導と御校閲

を賜つた恩師田部浩教授に深甚の謝意を捧げると共

に,本 研究遂行に多大の御援助を下された片山病撲

滅組合竝に学友猪原理三郎医学士に衷心より感謝の

意を表す.
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附 圖 説 明(本 文参照)

第1図;実 験的に日本住血吸虫 セルカリアを感染せ しめた人体皮膚組織(×135)

40才 ♂農夫(実 験番号 A No. 16)

感染後1時 間 目.

第2図:同 上(×174)

26才 ♂著者(実 験番号 A No. 7)

感染後3時 間 目.

第3図:同 上(×151)

34才 ♂農夫(実 験番号 A No. 18)

感染後24時 間 目.
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